
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章  緊急時の対応 
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３ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル（エピペン®の使い方を含む） 
※ 福島県教育庁健康教育課のホームページに掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 

第５章 緊急時の対応 

１ 基本的な考え方 

  食物アレルギーの誘発症状は、軽いじんま疹から気管支ぜん息やアナフィラキシーのように緊急の対

応を要するものまで幅広くあります。アレルギーをもつ児童生徒が何らかの体調の変化を訴えた場合

は、常にアレルギー症状である可能性を考慮して観察し、迅速な処置のタイミングを逃さないことが大

切です。 

緊急時に備えて、学校の実情に即した「緊急時対応マニュアル」や「緊急時対応カード」を作成する

とともに、教職員の誰が発見者になった場合でも適切な対応がとれるように教職員全員が情報を共有

し、速やかに緊急事態に対応できる体制を整えておくことが必要です。 

 

２ 緊急時対応の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」（財団法人日本学校保健会）2008 年 3月 ＞ 
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３ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル（エピペン®の使い方を含む） 
※ 福島県教育庁健康教育課のホームページに掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 

３ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル（エピペン®の使い方を含む） 
※ 福島県教育庁健康教育課のホームページに掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 

http://www.kenkou.fks.ed.jp/kenkou/kenkou%20index.html
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）2013年 7月＞ 
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４ 食物アレルギー緊急時対応カード 
  緊急時に備え、対象児童生徒についてそれぞれ作成し、定められた場所に保管し、すぐに使用できるよ

うにします。 

（表面）

生年月日

連絡の順 本人との関係

1

2

3

有　　無

有　・　無

内服薬等

エピペン® 有（　　　mg、有効期限　　　年　　月）・　無

緊急時
連絡先

食物アレルギー緊急時対応カード（例）

名前 平成　　年　　　月　　　日生

住所

　　年　　組

名前 電話番号

救急車要請（１１９番）のポイント　

原因食物

内服薬等保管場所有（薬：　　　　　　　　　　　　　　 　　 　）・　無

アレルギーに
ついて

症　　　状

ｱﾅﾌｨﾗｷｼ-ｼｮｯｸの既往

エピペン®保管場所

医療機関

主治医

緊急時

ぜん息（ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ重症化の危険因子）

医療機関名 医師名 電話番号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 「救急です」、「食物アレルギーによるアナフィラキシー患者の搬送依頼です」 

② （           ）学校です。住所（                 ）です。 

③ 患者の名前は「            」です。「    歳」、「   年生」です。 

  いつ・・・食事開始後（    ）分経過、（     ）時（      ）分頃から 

  どのような・・・・ アナフィラキシー症状、全身のじんましん、意識の有無など 

④ 「エピペン®」を処方されている児童生徒の場合は、 

  「エピペン®が処方されています」、「エピペン®を使用しました」 

  事前に消防署へ連絡を依頼してある児童生徒であれば、その旨を伝える。 

⑤ 連絡した者の名前（           ）、連絡先（℡         ）を伝える。 

⑥ 救急車が到着するまでの応急手当の方法を聞く。 

＊ 救急搬送する児童生徒の「アレルギー緊急時対応カード」、使用した「エピペン®」等を持参し、

  救急車に同乗する。 
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（裏面）

1

2

4 救急車を要請した時刻 　　時　　分

5 　　時　　分

6

7

・皮膚 ：限られた範囲のかゆみ、じんましん(数個)、部分的に赤い斑点

・口 ：口のかゆみ、唇が少し腫れている

・呼吸 ：軽いせき、くしゃみ

・皮膚 ：じんましん(全身に広がる）、強いかゆみ、舌や唇の腫れ

・お腹 ：腹痛、嘔吐、下痢、お腹と皮膚の症状が同時にある

　{嘔吐、下痢、腹痛に湿疹(じんましん)が伴う}

・呼吸 ：のどのイガイガ、のどのかゆみ、繰り返すせき、息苦しい

　呼吸時ゼーゼー・ヒューヒューとなる、かすれ声、声が出ない

・脈・顔色 ：脈が速い、脈が不規則、顔色が青白い

・様子 ：不安、恐怖感、ぐったり、うとうと、意識がもうろう

9

食物アレルギー緊急時対応カード（例）

原因食物の除去

平成　　　　年　　　　月　　　　日 （　　 ）　　　　時　　　　分

　食べたもの（　　　　　　　　　　）　量（　　　　　）場所（　　　　　　）

処
置

緊急時処方薬

エピペン®

食べた(摂取した)時間

氏名

時　　　分

バイタルサイン

症　　状

時　　　分

食べた(摂取した)状況

□口の中のものを取り除く　　□口をすすぐ　　□手を洗う　　□目や顔を洗う

時　　　分

時　　　分

中等度～重度の症状（　　　時　　　分頃から出現）

救急車

医療機関

医療機関搬送先

保護者 保護者への連絡時刻

8

10

3

時　　　　分（内容　　　　　　　　　　　　　　　　）

医療機関　連絡時刻 医療機関到着時刻 時　　　分

内服薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

吸入薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「エピペン®」の使用（　あり　・　なし　）　　　　　　　　 　ありの場合⇒

注射した者（　本人　・　他　）　　　　　　　　　　　　　　　　他の場合⇒

救急車到着時刻

　脈（　　　　　　回／分）　・　呼吸（　荒い ・ ふつう　）　・　体温（　　　　　　℃）

その他

軽い症状（　　　　　時　　　　分頃から出現）
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コ ラ ム 

 

○ 安全な給食提供のために、献立表は原因食物が使用されていることが明確な料理名 

 とします。 

  例えば、かにと卵のスープ、大豆のかみかみ上げ、えび入りシュウマイなどわかり 

やすく工夫します。 
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